
　師走を迎え、大そうじやお正月の準備など、あわただしい時期ですが、「早
寝・早起き・朝ご飯」など生活リズムを整えて過ごしましょう。
　また、この時期は伝統的な食べ物や行事を通して、「食育」を行うチャンスで
す。年末・年始にみんなで行事食を食べることで、食事に込められた思いや願い
を知り、豊かな心を育みましょう。

一年で最も夜が長く、昼が短くなる日です。この日を境にして日が再び長くなっていくため、昔の人は太陽の力が

よみがえる神秘的な日としていました。中国など東アジアでも「一陽来復（いちようらいふく）」といって陰と陽の

力が交替し、陽の気が上がる節目の日とされ祝われてきました。日本ではこの日にかぼちゃを食べたり、ゆず湯に

入ったりします。

産業祭前日、呼び込み・会計係の6年生はねぎの

皮むきを、盛りつけ係の6年生とお手伝いしてくだ

さったお母さん方で、にぼうとうの材料300食分

のやさいを切りました。

食材をめいめい煮て、最後に合わせるので､姪と姪が一緒にお椀に入っていとこ同士

でいとこ煮という説や、別の作り方では、食材を順次入れていくものがあり、おいおい（甥甥）

煮るのでいとこ煮といわれる説があるそうです。

当日は給食室で北海道産の小豆をコトコトにてあんを作り、別に蒸したかぼちゃにかけ

ます。


